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採

択

継
続
審
査

請請
願願
のの
処処
理理
経経
過過

及及
びび
結結
果果
報報
告告

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

町 田 市 議 会 だ よ り ２００１年（平成１３年）１０月２８日No.１４２（７）

第
三
回
定
例
会
で
は
意
見
書
四

件
、決
議
二
件
を
可
決
し
、議
長
名

で
関
係
機
関
へ
提
出
し
ま
し
た
。

要
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

町
田
児
童
相
談
所
の
設
置
を

求
め
る
決
議

出
生
率
の
低
下
に
よ
り
児
童
数

が
減
少
す
る
一
方
で
、
子
ど
も
へ

の
虐
待
や
育
児
放
棄
な
ど
家
庭
内

で
の
環
境
は
悪
化
し
、
子
ど
も
に

関
わ
る
相
談
件
数
は
激
増
し
て
い

ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
わ
が
町

田
市
で
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
建

設
ラ
ッ
シ
ュ
に
よ
る
人
口
増
に
よ

り
四
〇
万
都
市
に
な
ろ
う
と
し
て

お
り
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
子
ど

も
の
数
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
町
田
市
健
康

福
祉
部
児
童
福
祉
課
子
育
て
相
談

係
へ
の
相
談
件
数
及
び
虐
待
通
報

等
は
、
今
年
度
は
二
カ
月
間
で
す

で
に
昨
年
一
年
間
の
相
談
件
数
を

超
え
、
週
一
回
午
前
の
み
の
出
張

相
談
で
は
十
分
対
応
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
市
民
か
ら
の
緊
急

を
要
す
る
通
報
が
あ
っ
て
も
対
応

す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
八
王
子
児
童
相
談
所
か

ら
児
童
福
祉
司
が
駆
け
つ
け
る
の

で
は
緊
急
な
対
応
に
欠
け
、
都
内

で
も
相
談
件
数
の
多
い
地
域
で
あ

る
町
田
市
に
お
い
て
児
童
相
談
所

の
設
置
は
不
可
欠
で
す
。

本
年
五
月
に
は
、
本
市
に
お
い

て
児
童
虐
待
に
よ
る
痛
ま
し
い
事

件
も
発
生
し
て
お
り
、
こ
う
し
た

こ
と
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
た

め
に
も
、
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち

の
命
と
人
権
を
守
る
た
め
に
も
あ

ら
ゆ
る
問
題
に
対
応
で
き
る
体
制

作
り
が
急
務
で
す
。

よ
っ
て
、
町
田
市
議
会
は
町
田

児
童
相
談
所
の
設
置
を
強
く
求
め

る
も
の
で
あ
る
。

東
京
都
知
事
あ
て

（
仮
称
）
綾
部
原
ト
ン
ネ
ル

早
期
開
通
を
求
め
る
意
見
書

（
仮
称
）
綾
部
原
ト
ン
ネ
ル
は

都
市
計
画
決
定
以
来
、
約
四
〇
年

が
た
つ
が
、
い
ま
だ
に
明
確
な
開

通
の
め
ど
は
立
っ
て
い
な
い
。

都
の
財
政
問
題
に
よ
り
一
部
工

事
に
つ
い
て
は
着
工
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
後
は
中
断
さ
れ
た
ま
ま

で
道
路
用
地
の
収
用
手
続
き
も
完

了
し
て
い
な
い
。
交
通
渋
滞
に
よ

る
環
境
の
悪
化
は
年
々
増
大
し
、

付
近
住
民
の
健
康
的
被
害
も
深
刻

に
な
っ
て
い
る
。

地
元
野
津
田
町
及
び
小
野
路
町

等
の
住
民
か
ら
の
ト
ン
ネ
ル
の
早

期
開
通
の
要
望
が
強
く
、
以
下
の

事
項
に
つ
い
て
要
請
す
る
。

記

（
一
）

（
仮
称
）
綾
部
原
ト

ン
ネ
ル
の
早
期
開
通
の
た
め
、
次

年
度
の
予
算
を
計
上
す
る
こ
と
。

（
二
）

現
在
、
進
め
て
い
る

収
用
手
続
き
を
、
今
年
度
中
に
終

了
で
き
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
。

総
務
大
臣
・
東
京
都
知
事
あ

て学
校
事
務
職
員
・
栄
養
職
員

の
給
与
費
半
額
国
庫
負
担
な

ど
の
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
の
堅
持
を
求
め
る
意
見

書学
校
事
務
職
員
・
栄
養
職
員
も

子
供
達
の
変
化
に
応
じ
た
課
題
や

新
し
い
教
育
課
程
に
対
応
し
な
が

ら
日
々
そ
の
職
責
を
果
た
し
て
お

り
、
学
校
の
中
で
の
果
た
す
役
割

は
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し

国
は
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

を
改
正
し
事
務
職
員
・
栄
養
職
員

を
国
庫
負
担
か
ら
除
外
し
よ
う
と

し
て
お
り
、
地
方
自
治
体
の
負
担

増
及
び
自
治
体
格
差
が
生
じ
る
こ

と
を
憂
慮
す
る
も
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
次
年
度
の
予
算
編
成

に
当
た
り
左
記
の
事
項
の
実
現
を

強
く
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

記

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を

存
続
さ
せ
、
学
校
事
務
職
員
・
栄

養
職
員
を
除
外
し
な
い
こ
と
。

内
閣
総
理
大
臣
・
文
部
科
学

大
臣
・
財
務
大
臣
・
総
務
大

臣
あ
て

「
京
都
議
定
書
」
の
早
期
批

准
を
求
め
る
意
見
書

す
で
に
衆
参
両
院
で
は
、
ア
メ

リ
カ
の
離
脱
表
明
に「
大
変
遺
憾
」

と
表
明
し
な
が
ら
、
日
本
が
京
都

議
定
書
を
「
早
期
に
」「
率
先
し

て
」
批
准
す
る
こ
と
を
全
会
一
致

で
決
議
し
て
い
る
。
日
本
が
批
准

す
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
態
度
い
か

ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
京
都
議
定
書

は
発
効
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
日

本
政
府
は
京
都
会
議
の
議
長
国
と

し
て
京
都
議
定
書
を
取
り
ま
と
め

た
責
務
を
果
た
し
、
直
ち
に
批
准

を
行
な
い
、
議
定
書
の
具
体
化
で

も
積
極
的
に
貢
献
す
べ
き
で
あ

る
。内

閣
総
理
大
臣
・
環
境
大
臣

・
外
務
大
臣
・
総
務
大
臣
・

衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長

あ
て

保
育
所
待
機
児
解
消
と
保
育

水
準
の
向
上
を
求
め
る
意
見

書保
育
所
に
入
所
で
き
な
い
待
機

児
が
年
々
増
え
続
け
、
四
月
時
点

で
三
万
人
を
超
え
る
年
が
続
い
て

い
る
。
町
田
市
に
お
い
て
も
、
こ

の
間
待
機
児
解
消
の
た
め
に
保
育

園
増
設
や
増
員
に
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
な
お
八
月
時
点
で
待
機
児

が
三
七
七
名
と
な
っ
て
い
る
。
最

初
か
ら
申
し
込
み
を
あ
き
ら
め
る

人
も
多
く
、
全
国
的
な
潜
在
的
待

機
児
は
こ
の
数
倍
と
も
い
わ
れ
て

い
る
。
自
立
を
求
め
、
あ
る
い
は

不
況
の
な
か
家
計
を
支
え
る
必
要

か
ら
働
く
女
性
が
増
加
し
て
い
る

現
在
、
保
育
所
入
所
へ
の
要
望
が

高
ま
る
の
は
当
然
で
あ
る
。ま
た
、

幼
児
期
は
人
間
と
し
て
の
土
台
を

作
る
大
切
な
時
期
で
あ
り
、
す
べ

て
の
子
ど
も
は
最
善
の
環
境
の
中

で
保
育
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。子

ど
も
が
一
日
を
過
ご
す
保
育

が
健
や
か
な
成
長
を
保
障
す
る
場

所
に
な
る
こ
と
は
、
保
護
者
は
も

ち
ろ
ん
社
会
全
体
の
願
い
で
も
あ

る
。
国
の
前
途
を
危
う
く
す
る
少

子
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に

も
、
国
は
こ
の
要
望
に
こ
た
え
て

い
く
べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
、
国
は
保
育
所
の
増
設

に
背
を
向
け
た
ま
ま
、
定
員
の
二

五
％
増
し
と
い
う
「
詰
め
込
み
保

育
」
を
許
し
、
保
育
所
の
設
置
や

職
員
の
配
置
基
準
を
定
め
た
「
最

低
規
準
」
を
引
き
下
げ
た
規
制
緩

和
に
よ
っ
て
保
育
を
民
間
営
利
企

業
に
ゆ
だ
ね
て
い
く
の
で
は
、
子

ど
も
の
健
全
な
発
達
を
保
障
す
る

場
と
し
て
の
国
民
の
要
望
に
こ
た

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。「
最
小

の
コ
ス
ト
で
最
大
の
受
け
入
れ
」

と
い
う
政
府
の
「
待
機
児
ゼ
ロ
作

戦
」
は
「
ち
び
っ
こ
園
」
の
乳
児

の
死
亡
事
故
の
よ
う
な
悲
惨
な
事

件
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
り
か
ね

な
い
。

よ
っ
て
、
町
田
市
議
会
は
国
と

地
方
自
治
体
の
責
任
を
明
確
に
し

て
、
待
機
児
解
消
と
保
育
水
準
向

上
の
た
め
、
政
府
が
次
の
対
策
を

講
じ
る
こ
と
を
求
め
る
。

（
一
）

四
月
時
点
の
待
機
児

を
一
気
に
解
消
す
る
た
め
、
政
府

の
責
任
で
保
育
所
を
増
設
す
る
。

そ
の
た
め
の
予
算
措
置
を
速
や
か

に
行
う
こ
と
。

（
二
）

一
五
万
人
と
も
い
わ

れ
る
潜
在
的
待
機
児
を
解
消
す
る

た
め
、
政
府
の
責
任
で
保
育
所
の

入
所
希
望
調
査
を
行
い
、「
保
育

所
整
備
計
画
」を
作
成
す
る
こ
と
。

「
計
画
」
に
は
年
度
途
中
の
入
所

と
、
待
機
児
の
七
割
を
占
め
る
〇

〜
二
歳
児
の
受
け
入
れ
枠
の
拡
大

を
盛
り
込
む
こ
と
。

（
三
）

保
育
所
の
質
を
実
態

に
あ
わ
せ
て
改
善
す
る
こ
と
。
保

育
時
間
を
保
護
者
の
勤
務
・
通
勤

時
間
に
合
わ
せ
た
も
の
に
改
善

し
、
そ
の
上
で
「
延
長
・
夜
間
保

育
を
保
障
す
る
た
め
に
、
国
際
水

準
か
ら
も
大
き
く
立
ち
遅
れ
て
い

る
保
育
士
数
を
大
幅
に
増
や
せ
る

よ
う
、
国
の
保
育
所
運
営
費
を
大

幅
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

（
四
）

公
的
保
育
の
遅
れ
を

補
い
、
二
三
万
人
の
子
ど
も
を
保

育
し
て
い
る
無
認
可
保
育
所
へ
の

公
的
支
援
を
行
う
こ
と
。

内
閣
総
理
大
臣
・
厚
生
労
働

大
臣
・
総
務
大
臣
あ
て

世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
、

米
国
国
防
総
省
等
へ
の
テ
ロ

攻
撃
に
対
す
る
非
難
決
議

九
月
一
一
日
に
発
生
し
た
米
国

で
の
テ
ロ
攻
撃
は
絶
対
許
す
こ
と

の
で
き
な
い
犯
罪
行
為
で
あ
り
、

史
上
類
を
見
な
い
空
前
の
大
量
殺

戮
テ
ロ
に
激
し
い
怒
り
を
覚
え
る

も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
行
為
は
極
め
て
卑

劣
か
つ
、
言
語
道
断
の
暴
挙
で
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
テ
ロ
リ
ズ
ム
に

よ
っ
て
物
事
は
何
ら
解
決
す
る
も

の
で
は
な
く
、
断
じ
て
許
す
こ
と

の
で
き
な
い
蛮
行
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
日
本
国
政
府
に
お
い

て
は
左
記
事
項
に
つ
い
て
早
急
な

対
応
を
と
る
こ
と
を
求
め
る
も
の

で
あ
る
。

記

（
一
）

テ
ロ
対
策
の
国
際
的

連
携
を
強
化
す
る
こ
と
。

（
二
）

米
国
政
府
に
対
し
、

同
盟
国
と
し
て
最
大
限
の
支
援
策

を
申
し
出
る
こ
と
。

（
三
）

テ
ロ
行
為
の
世
界
的

連
鎖
反
応
を
防
ぐ
た
め
、
国
連
が

直
ち
に
指
導
力
を
発
輝
す
る
よ
う

働
き
掛
け
る
こ
と
。

（
四
）

今
後
、
双
方
の
報
復

合
戦
が
続
く
こ
と
を
極
力
さ
け
る

方
策
を
提
案
す
る
こ
と
。

内
閣
総
理
大
臣
・
外
務
大
臣

・
総
務
大
臣
あ
て

平
成
一
三
年
第
三
回
定
例
会
に

は
七
件
の
請
願
が
提
出
さ
れ
、
継

続
審
査
と
な
っ
て
い
た
一
件
と
あ

わ
せ
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
結

果
は
、
六
件
が
採
択
、
二
件
が
継

続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
仮
称
、
綾
部
原
ト
ン
ネ
ル
早

期
開
通
等
の
意
見
書
の
採
択
を
求

め
る
請
願

◎
公
団
住
宅
を
公
共
住
宅
と
し

て
存
続
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
意

見
書
提
出
に
つ
い
て
の
請
願

◎
学
校
事
務
職
員
・
栄
養
職
員

の
給
与
費
半
額
国
庫
負
担
な
ど
の

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅

持
を
求
め
る
請
願

◎
レ
ス
パ
イ
ト
サ
ー
ビ
ス
事
業

実
施
の
請
願

意
見
―
願
意
に
沿
う
よ
う
最
大

限
努
力
さ
れ
た
い
。

◎
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
基

づ
く
市
内
一
〇
駅
及
び
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
早
期
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

と
駅
周
辺
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

求
め
る
請
願

意
見
―
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力

さ
れ
た
い
。

◎
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
設

置
補
助
に
対
す
る
請
願

◎
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の

さ
ら
な
る
充
実
を
求
め
る
請
願

理
由
―
行
政
も
、
各
区
市
の
動

向
を
見
て
検
討
し
た
い
と
い
う
こ

と
な
の
で
、
結
論
を
出
す
ま
で
に

調
査
が
必
要
の
た
め
。

◎
良
質
住
宅
を
増
や
す
た
め
の

市
の
施
策
に
関
す
る
優
遇
制
度
早

期
実
現
を
求
め
る
請
願

理
由
―
目
下
担
当
者
に
お
い
て

検
討
中
で
あ
る
た
め
。

市
長
等
か
ら
請
願
の
処
理
経
過

及
び
結
果
に
つ
い
て
、
報
告
が
あ

っ
た
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

玉
川
学
園
七
丁
目
マ
ン
シ
ョ

ン
建
設
に
関
す
る
請
願

（
平
成
一
三
年
六
月
二
一
日

採
択
）

本
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業

者
側
が
設
計
見
直
し
中
と
の
状
況

の
ま
ま
現
時
点
に
お
い
て
も
市
と

と
の
協
議
が
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。協
議
が
再
開
さ
れ
た
際
に
は
、

請
願
願
意
で
あ
る
良
好
な
住
環
境

の
確
保
及
び
近
隣
住
民
と
の
話
し

合
い
に
関
し
、
可
能
な
範
囲
で
行

政
指
導
を
行
い
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

横
浜
線
町
田
駅
南
口
の
葬
儀

場
建
設
計
画
に
対
し
適
切
な

行
政
指
導
を
求
め
る
請
願

（
平
成
一
三
年
六
月
二
一
日

採
択
）

本
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年

六
月
二
四
日
に
事
業
者
主
催
の
説

明
会
が
開
催
さ
れ
話
し
合
い
が
も

た
れ
て
お
り
ま
す
が
、
合
意
に
は

至
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
ま

す
。
事
業
者
側
は
早
急
な
る
行
政

手
続
の
進
行
を
要
望
し
て
お
り
ま

す
が
、
今
後
も
引
き
続
き
、
可
能

な
範
囲
で
話
し
合
い
が
な
さ
れ
る

よ
う
行
政
指
導
を
行
い
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

小
田
急
線
町
田
駅
の
北
側
の

�
ま
ち
づ
く
り
�
及
び
市
役

所
分
室
（
旧
消
費
者
セ
ン
タ

ー
）
跡
地
利
用
に
関
す
る
請

願（
平
成
一
三
年
六
月
二
一
日

採
択
）

「
小
田
急
線
町
田
駅
の
北
側
の

�
ま
ち
づ
く
り
�
及
び
市
役
所
分

室
（
旧
消
費
者
セ
ン
タ
ー
）
跡
地

利
用
に
関
す
る
請
願
」
に
つ
い
て

は
、
そ
の
主
旨
が
実
現
で
き
る
よ

う
努
力
し
た
い
。

小
田
急
線
町
田
駅
北
側
地
区
の

う
ち
、
中
心
市
街
地
活
性
化
の
区

域
と
し
て
決
定
し
て
い
る
地
区
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
地
元
関
係
者

と
メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

ま
た
、
そ
の
外
の
地
区
に
つ
い

て
は
、
市
内
商
店
街
の
振
興
事
業

を
具
体
的
に
展
開
し
て
ゆ
く
為
、

現
在
行
っ
て
い
る
「
商
店
街
街
づ

く
り
進
行
プ
ラ
ン
」
の
策
定
作
業

を
進
め
て
ゆ
く
な
か
で
地
元
商
店

街
が
主
体
と
な
っ
た
自
主
的
な
振

興
策
に
つ
い
て
、
プ
ラ
ン
に
反
映

さ
せ
な
が
ら
、
そ
れ
に
基
づ
い
た

具
体
的
な
地
元
の
振
興
事
業
に
対

す
る
育
成
、
補
助
施
策
を
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
。

意意
見見
書書
・・
決決
議議
（（要要 旨旨））

議
員
提
出
議
案

請
願
の

審
査
状
況


